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テラヘルツ光は大振幅振動に起因する物質の素過程観測や物質のマクロな構造解析に有効であ

る。しかしながら、テラヘルツ光の波長による回折限界が計測の空間分解能を支配してしまう。

われわれは、テラヘルツ光渦を用いた高空間分解能テラヘルツ顕微鏡を提案し研究を行っている。

テラヘルツ光領域において飽和特性を示す物質にテラヘルツ光渦を照射することで、位相特異点

の大きさ(波長の 1/10 程度)で決まる超解像顕微鏡の実現が期待できる。 

本研究では、飽和特性を示す材料を励起するためのテラヘルツ光渦発生を位相板により行った。

フェムト秒レーザー励起による非線形光学結晶ニオブ酸リチウム(LiNbO3)からのテラヘルツ光を

光源に用いた。繰返し周波数 1kHz、テラヘルツ波の平均出力は 3mW(ピークパワー3MW)、中心

周波数は 0.6THz、帯域幅は約 1THz である。位相板は 0.6THz において次数 1 の光渦が発生するよ

うに設計した[1]。Fig.1(a)に得られたテラヘルツ光渦の強度分布

を示す。光渦特有のドーナツ型の強度分布を示し、位相特異点

の直径は約 600µm 程度である。次に、テラヘルツ光渦の次数を

確認するためテラヘルツカメラにレンズを傾けて集光した

(Fig.1(b))。円筒座標系の対称性を崩すことにより、光渦はエル

ミートガウスモードへと変換される。よって、エルミートガウ

ス光の暗点の数から光渦の次数を特定でき、今回は次数 1 であ

ることがわかる。さらに、伝搬特性についてもカメラを用いて

観測し、光渦次数の符号反転についても確認できた。 

今後は、得られた光渦を用いてグラフェンなどテラヘルツ帯

において飽和特性を示す材料を励起し、光渦においても飽和吸

収特性を示すことを確認する予定である。 
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. Fig. 1  Spatial profiles of THz vortex output 

focused by a conventional lens (a), and a tilted 
lens (b). 

第76回応用物理学会秋季学術講演会 講演予稿集 (2015 名古屋国際会議場)16a-2J-10 

© 2015年 応用物理学会 03-459


